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1. 増田慎三, 小川朋子, 井口雅史, 坂東裕子：エキスパートが伝えるスタンダード乳癌手術 
A4 判  男性乳癌患者の手術における工夫, P141-143, 株式会社メディカルビュー社, 
ISBN978-4-7583-0473-3,2025 年 7 月 30 日発行 

 
2. 坂東裕子：乳腺腫瘍学 第 5 版 B5 版, 第 2 章 診断 4.細胞診・組織診 E.外科的生

検、第 3 章 治療 2.乳癌の治療体系 A.原発乳癌治療のプランニング , P167-170, 
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3. 坂東裕子 :ここが知りたい！乳癌診療現場のギモン B5 版, BRCA 病的バリアントを認

める場合,対側リスク低減乳房切除術（CRRM）・卵管卵巣摘出術（RRSO)を早急に行う
べきですか？,P151-P153, 文光堂, 印刷版 ISBN 978-4-8306-2350-9, 2025 年 6 月発行 

 
4. 原尚人：今日の治療指針 私はこう治療している 内分泌疾患 乳腺腫瘤の診察手順2025

年版(ポケット判),P795-796,医学書院,ISBN978-4-260-05718-9, 2025年1月１日発行  
 

5. 原尚人：今日の治療指針 私はこう治療している 内分泌疾患 乳腺腫瘤の診察手順 2025
年版(デスク判),P795-796,医学書院,ISBN978-4-260-05717-2, 2025 年 1 月１日発行 
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ER-positive HER2-negative (LORETTA trial: JCOG1505)” SanAntonio Breast Cancer 
Symposium 2025,Dec 2025 
 

2. BIDARD F, Jhaveri K, Kim S, Tokunaga E, Aftimos P, Saura C,  O’Shaughnessy J, 
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S, Nguyen B, Cao S, Makena M, Desai B, A Carey L.“Circulating Tumour DNA (ctDNA) 
Dynamics From Patients With ER+, HER2- Advanced Breast Cancer in the Phase 3 
EMBER-3 Trial” SanAntonio Breast Cancer Symposium 2025,Dec 2025 
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M, Miyashita M, Baba M, Tsukabe M,  Yamashita N, Nonogaki K, Amino S, Yamashita 
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S, Fukada I, Takahashi S, Morita S, Imoto S, Ueno T, Takano T, Kitano S.“Toward 
optimization of treatment strategies for early breast cancer: a multicenter observational 
study integrating whole genome and transcriptome sequencing within the National Whole 
Genome Project in Japan (WJOG16822B) ”  SanAntonio Breast Cancer Symposium 
2025,Dec 2025 

 
4. Terata K, Sagara Y, Yamamoto S, Sakai T, Takayama S, Kitagawa D,  Ogita M, Sanuki 

N, Yoshida M, Ueno T, Nakamura R, Shigematsu H,  Watanabe K, Bando H, Yoshimura 
A, Onishi T, Tokunaga E, Takahashi M, Hayashi T, Nishimura S, Saimura M, Matsumoto 
H, Harao M, Yoshiyama T, Sangai T, Ohtake T, Tsuda H, Hara F, Fujisawa T, Iwata H, 
Shien T.“Feasibility of Tailored Axillary Surgery (TAS) in Patients with Clinically Node-
Positive Breast Cancer in the Upfront Surgery Setting: Results of a Prospective, Single-
Arm, Multicenter Phase II Trial” SanAntonio Breast Cancer Symposium 2025,Dec 2025 

 
5. Naito Y, Nishimura M, Hisamatsu Y, Futamura M, Toyama T, Yamanaka T, Tsukabe M, 

Hashimoto S, Tokunaga E, Ishihara M, Nakamura R, Yasojima H, Hashimoto T, Shibuki 
T, Imai M, Fujisawa T, Bando H, Kobayashi S, Sakashita S, Kuwata T, Blackler A, Hogan 
G, J. Taber K, Jasper J, Muzzey D, Oki E, Yoshino T, Iwata H.“Ultra-sensitive Molecular 
Residual Disease Detection in Breast Cancer Using Whole-Genome Sequencing-Based 
Personalized ctDNA Panels: Preliminary Results from the MONSTAR-SCREEN-3 
Project” SanAntonio Breast Cancer Symposium 2025,Dec 2025 

 
6. Hihara M, Bando H, Shimomura A, Sugiyama N, Yoshii N, Kawai R, Shintani A, Saji S. 

“Real-world evidence on the use of a 21-gene recurrence score assay in patients with 
HR+/HER2− early breast cancer in japan: a nationwide claims database analysis ” 
SanAntonio Breast Cancer Symposium 2025, Dec 2025 

 
7. 小川瑞紀, 柳瀬友里菜, 渡邊瑞穂, 安藤有佳里, 星葵, 松尾知平, 澤文, 岡崎舞, 橋本 

幸枝, 井口研子, 坂東裕子：一般演題 M-6  乳癌薬物療法中に化膿性脊椎炎を生じた
2 例 第 21 回日本乳癌学会関東地方会 大宮ソニックシティ 12 月,2025 年 
 

8. 菅間博, 矢野由希子, 筒井英光, 中里陽子, 矢澤華子, 千葉知宏, 小飼貴彦, 井口研子, 
原尚人, 杉谷巌, 廣川満良, 渡邊奈津子, 槙田紀子, 堀口和彦, 櫻井晃洋, 菱沼昭：シン
ポジウム・ワークショップパネル 甲状腺腫瘍に特化した国産 NGS パネル検査の開発 
第 68 回日本甲状腺学会学術集会 ホテルハマツ 11 月,2025 年 

 



9. 矢野由希子, 菅間博, 中里陽子, 井口研子, 廣川満良, 杉谷巌, 伊藤研一, 槇田紀子, 千
葉知宏, 筒井英光：甲状腺腫瘍に特化した国産 NGS パネル検査システム－臨床応用に
むけた多機関共同研究 第 68 回日本甲状腺学会学術集会 ホテルハマツ 11 月,2025
年 
 

10. 関堂充, 佐々木正浩, 相原有希子, 渋谷陽一郎, 大島純弥, 佐々木薫, 坂東裕子, 井口研
子, 岡﨑舞, 上田文, 橋本幸枝：教育講演 2 T4 巨大乳腺腫瘍・局所制御困難例に対す
る治療ストラテジー cT4 乳癌における乳房再建 第 13 回日本オンコプラスティック
サージャリー学会総会 富山国際会議場 10 月,2025 年 
 

11. 相原有希子, 佐々木正浩, 埴原弘道, 渋谷陽一郎, 大島純弥, 岡田朋之, 三浦祐貴, 海老
原ゆかり, 関堂充, 坂東裕子：一般演題 3 NSM・SSM ポリグリコール酸シート（ネ
オベール）を用いた乳房一次一期再建 第 13 回日本オンコプラスティックサージャリ
ー学会総会 富山国際会議場 10 月,2025 年 

 
12. 岡﨑舞, 坂東裕子, 松尾知平, 上田文, 橋本幸枝, 井口研子, 相原有希子, 関堂充：一般演

題（ポスター） 当院における cT3・cT4 乳癌に対する乳房再建の検討 第 13 回日本
オンコプラスティックサージャリー学会総会 富山国際会議場 10 月,2025 年 
 

13. 澤文, 佐藤璃子, 松尾知平, 岡﨑舞, 橋本幸枝, 井口研子, 島田憲佑, Bryan J. Mathis, 山
田武史, 町野毅, 坂東裕子: 乳癌患者におけるパクリタキセルによる末梢神経障害と
QOL：MICHEL 試験サブ解析 第 63 回日本癌治療学会学術集会 パシフィコ横浜 10
月,2025 年 
 

14. 相良安昭,隈丸拓,伊藤ゆり,小西孝明,桜井なおみ,清水千佳子,坂東裕子,宮下穣,: NCD 乳
癌登録を活用した乳癌治療施設における医療の質向上と診療情報最適化の取り組み 第
63 回日本癌治療学会学術集会 UICC-JSCO Joint Symposium パシフィコ横浜 10
月,2025 年 
 

15. 原田成美, 綿貫瑠璃奈, 恵美純子, 赤間孝則, 金澤麻衣子, 河合賢朗, 鈴木美慧, 坂東 
裕子：遺伝性乳癌卵巣癌 （HBOC）当事者の意思決定の現状と支援に 関する課題 （日
本乳癌学会班研究 2022 年原田班） 第 33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテ
ル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
16. 増田慎三, 坂東裕子, 山中隆司, 重松英朗, 八十島宏行, 高橋將人, 永井成勲, 伊藤充矢,  

有賀智之, 常盤麻里子, 井本滋, 中村力也, 石黒洋, 川端英孝, 佐治重衡, 羽賀博典, 森



田智視, 戸井雅和：エリブリンメシル酸塩を用いた Triple negative 乳癌術前化学療法の
長期成績 （JBCRG-22F 試験） 第 33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/工
学院大学 7 月,2025 年 

 
17. 濱岡武, 坂東裕子, 西野ひかる, 蒲原玲南, 佐藤璃子, 松尾知平, 上田文, 岡﨑舞, 橋本

幸枝, 井口研子, 原尚人：ポスターディスカッション 進行・転移再発乳癌のサブタイプ
変化に伴う治療効果と予後の検討 第 33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル
/工学院大学 7 月,2025 年 

 
18. 澤文, 坂東裕子, 佐藤璃子, 松尾知平, 岡崎舞, 橋本幸枝, 井口研子, 原尚人：ポスターデ

ィスカッション パクリタキセルによる末梢神経障害に対するミロガバリンの有効性
と安全性の検討:MICHEL Study 第 33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/
工学院大学 7 月,2025 年 

 
19. 岡﨑舞, 坂東裕子, 西野ひかる, 濱岡武, 蒲原玲南, 佐藤璃子, 松尾知平, 上田文, 橋本

幸枝, 井口研子, 原尚人：ポスターディスカッション 当院における AYA 世代乳癌患者
の臨床的特徴と妊孕性温存の現状 第 33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル
/工学院大学 7 月,2025 年 

 
20. 星葵, 佐藤璃子, 松尾知平, 橋本幸枝,上田文, 岡崎舞, 井口研子, 坂東裕子：e-Poster 

当院においてステレオガイド下吸引式乳腺組織生検を行った 141 例の検討 第 33 回日
本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
21. 西野ひかる, 岡崎舞, 濱岡武, 蒲原玲南, 佐藤璃子, 星葵, 松尾知平, 上田文, 橋本幸枝, 

井口研子, 坂東裕子, 原尚人：e-Poster 局所進行乳癌症例における乳房再建の検討 第
33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
22. 蒲原玲南, 坂東裕子, 西野ひかる, 濱岡武, 佐藤璃子, 松尾知平, 上田文, 岡﨑舞, 橋本

幸枝, 井口研子, 原尚人：e-Poster 当院における乳癌脳転移・髄膜播種症例の検討 第
33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
23. 井口研子,田原沙絵子,竹内直人, 松尾知平, 原尚人, 尾崎遼, 渋谷和子, 渋谷彰：甲状腺

未分化癌のシングルセル RNA シーケンス解析 特別企画 2 SP2-4 第 37 回日本内分
泌外科学会総会 バンケットホール七里ヶ浜 5 月,2025 年 

 
24. 松尾知平, 西野ひかる, 濱岡武, 蒲原玲南, 佐藤璃子, 星葵, 上田文, 岡﨑舞, 橋本幸枝, 



井口研子, 坂東裕子, 原尚人：当科における男性医師の育児休業および育児休暇に関す
る現状と課題 パネルディスカッション 1 第 37 回日本内分泌外科学会総会 バンケ
ットホール七里ヶ浜 5 月,2025 年 

 
25. 濱岡武, 井口研子, 西野ひかる, 蒲原玲南, 佐藤璃子, 松尾知平, 上田文, 岡﨑舞, 橋本

幸枝, 坂東裕子, 原尚人：小児・AYA 世代の甲状腺癌症例における予後および再発リス
クに関する検討 Excellent Presentation Award session 第 37 回日本内分泌外科学会総
会 バンケットホール七里ヶ浜 5 月,2025 年 

 
26. 渡邊瑞穂, 井口研子, 西野ひかる, 濱岡武, 蒲原玲南, 佐藤璃子,星葵, 松尾知平, 上田文, 

岡﨑舞, 橋本幸枝, 坂東裕子, 原尚人：甲状腺がん骨転移患者 49 例の検討 口演 4 第
37 回日本内分泌外科学会総会 バンケットホール七里ヶ浜 5 月,2025 年 

 
27. 矢野由希子, 筒井英光, 井口研子, 中里陽子, 菅間博：甲状腺腫瘍に特化した国産 NGS

パネル検査システムの臨床応用－細胞診標本からの術前遺伝子診断の取り組み－ 口
演 13 第 37 回日本内分泌外科学会総会 バンケットホール七里ヶ浜 5 月,2025 年 

 
28. 西野ひかる, 松尾知平, 濱岡武, 蒲原玲南, 佐藤璃子, 星葵, 澤（上田）文, 岡﨑舞, 橋本

幸枝, 井口研子, 坂東裕子, 原尚人：ポスター16 RET 遺伝子変異（M918T）を有する
若年散発性髄様癌に対する治療経験 第 37 回日本内分泌外科学会総会 バンケットホ
ール七里ヶ浜 5 月,2025 年 

 
29. Yasojima H, Masuda N, Bando H, Yamanaka H, Shigematsu H, Takahashi M, Nagai E S, 

Ito M, Argua T, Tokiwa M, Imoto S, Nakamura R, Ishiguro H, Kawabata H, Saji S, Haga 
H, Morita S, Toi M. Poster “221P - Long-term outcomes of eribulin-based neoadjuvant 
chemotherapy for triple-negative breast cancer: Results of the randomized JBCRG-2 
study” ESMO Breast Cancer 2025, MUNICH GERMANY,May 2025 

 
30. Bando H, Oba M, Ueda A, Terata K, Doi M, Nagai E S, Hattori M, Watanabe K, Tamura 

N, Futamura M, Koizumi K, Niikura N, Miyaji T, Muramatsu Y, Xu L, Matsui A, Masuda 
N, Saji S. Poster “348P - Patient-reported fatigue and general pain and the impact on 
health-related quality of life (HRQoL) in Japanese patients with advanced breast cancer 
(ABC) treated with palbociclib (PAL) + endocrine therapy (ET): Analysis from 6-month 
observational study (JBCRG-26) ”  ESMO Breast Cancer 2025, MUNICH 
GERMANY ,May 2025 

 



その他 
1. 坂東裕子：市民啓発セミナー「乳がんと医療経済」 司会 第 21 回日本乳癌学会関東

地方会 大宮ソニックシティ 12 月,2025 年 
 

2. Bando H: Day1 Session 5: Clinical decision making in Surgical Management, Panelists, 
bcywf2025, Hotel Pride Plaza, Nov 2025 

 
3. Bando H：Day2 Session 8: Fertility Management, Chairpersons, bcywf2025,Hotel Pride 

Plaza, Nov 2025 
 

4. Bando H：Day2 Session 9: Loco regional Therapies in Breast Cancer in Young Women, 
Regional Therapies in Young Women with Breast Cancer: Balancing Aggressive Biology 
and Quality of Life, Speaker, bcywf2025,Hotel Pride Plaza, Nov 2025 

 
5. Bando H：Day2 Session 9: Loco regional Therapies in Breast Cancer in Young Women, 

Panel Discussion: Clinical Decision-Making in Young Women with Breast Cancer: 
Systemic Treatment in HR +ve patients, Panelists, bcywf2025, Hotel Pride Plaza, Nov 
2025 

 
6. 坂東裕子：患者・市民参画プログラム 1 特別企画 1「自分らしくあるために」~乳房再

建を選んだ患者さんの声~ 座長 第 13 回日本オンコプラスサージャリー学会総会 
富山国際会議場 10 月,2025 年 

 
7. 坂東裕子：学術セミナー48 乳がん診療におけるコミュニケーションの力【講演 2】患

者さんのコミュニケーションの工夫 演者 第 63 回日本癌治療学会学術集会 パシフ
ィコ横浜 10 月,2025 年 

   
8. 坂東裕子：臓器別シンポジウム 1 乳がんの薬物療法：新規分子標的薬・抗体薬物複合

体の適応と使い分けのポイント ～進行再発癌の治療をめざして 座長 第 63 回日本
癌治療学会学術集会 パシフィコ横浜 10 月,2025 年 

 
9. 坂東裕子：がん研究、がん診療における PRO（Patients-Reported Outcome）/ePRO 演

者 第 63 回日本癌治療学会学術集会 パシフィコ横浜 10 月,2025 年 
 

10. 坂東裕子：第 23 回がん臨床試験協力・参加メディカルスタッフのためのセミナー が
んと生きる、がんを生きる 座長 第 63 回日本癌治療学会学術集会 パシフィコ横浜 



10 月,2025 年 
 
11. 井口研子：甲状腺・頭頸部イメージリーディング【甲状腺・頭頸部】 演者 第 37 回

日本超音波医学会関東甲信越地方会学術集会 大宮ソニックシティ 9 月,2025 年 
 

12. 坂東裕子：委員会企画 教育・研修委員会 「教育ツール作成小委員会活動報告」演者 
第 33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
13. 坂東裕子：進行再発乳がんの治療：今、何を選びますか？ 演者 第 33 回日本乳癌学

会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 
 

14. 坂東裕子：特別講演①「乳がんのドラッグラグ、ドラッグロス」演者 第 33 回日本乳
癌学会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
15. 坂東裕子：BC-PAP ランチョンセミナー「臨床試験」演者 第 33 回日本乳癌学会学術

総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 
 

16. 坂東裕子：学びの広場「臨床試験 この臨床試験、あなたなら入りますか？」座長 第
33 回日本乳癌学会学術総会 京王プラザホテル/工学院大学 7 月,2025 年 

 
17. 井 口 研 子 : Special Symposium, Global Adventures, Learning from Study Abroad 

Experiences 座長 第 37 回日本内分泌外科学会総会 バンケットホール七里ヶ浜 5
月,2025 年 

 
18. 井口研子: 注目演題 2 内分泌外科の真髄を求めて（2）  副甲状腺・その他  座長 第

37 回日本内分泌外科学会総会 バンケットホール七里ヶ浜 5 月,2025 年 
 

19. 井口研子：治療関連：病理比較「JSUM・JABTS 合同企画」 座長 ULTRASONIC WEEK 
2025 国立京都国際会館 5 月, 2025 年 
 


